
 

    

 

第５回「米国高校生による日本語スピーチコンテスト全米大会」が 

カリフォルニア大学アーバイン校内で開催 

 

オーロラ日本語奨学金基金が主催する「米国高校生による日本語スピーチコンテスト全米大会」が今年で

第５回目を迎え、５月 24 日カリフォルニア大学アーバイン校内にある Hitachi Chemical Research セン

ターの Lecture Hall で行われた。出場者は全米各地区で開催されたコンテストで入賞した人の中で推薦

を受けて応募、さらに応募者の中から原稿ならびに録音テープをもとに予備選考の結果選ばれた15名で、

アラスカやハワイ、ニューヨーク等、全米各地から来ている。滞在中はアーバイン市周辺に住む日本人の

家庭にホームステイし日本人の家庭生活も体験した。 

 

日本語教育に携わる先生方を中心に７名の審査員による厳正な審査の結果、本年はワシントン州から参加

したサマー・ロベクスさん（17 歳）が優勝した。ロベクスさんは昨年も出場し惜しくも優勝を逃したが、

今年は昨年京都に短期留学したときに出会った関西弁の微妙な言い回しについて「なんでやねん？京都で

の冒険」と題して外国人の視点から解析し、ゼスチャーを交えてユーモラスに語って会場を沸かせた。優

勝トロフィー（在ロサンゼルス総領事館賞）と奨学金$1000 を獲得した。さらに７月 20 日に東京で開催さ

れる国際大会に米国代表として出場し、見事に優勝を収めた。 

 

コンテスト終了後、皆は近くの公園で開かれたさよなら BBQ パーティに参加、ホストファミリー、ボラン

ティアの日本人高校生やオーロラ基金関係者との共に、浴衣を着て炭坑節のリズムにのって踊ったり、ス

イカ割りをしたりして、ひとときの日本文化交流を楽しむと共に、名残を惜しんだ。 

 

このコンテストの趣旨は、日本語を学習しているノンネイティブの高校生に全米的な日本語能力の発表の

機会を提供することにより、相互研鑽をはかり、日本文化ならびに日本への理解を深め、将来日米の架け

橋として、さらに日本語による国際交流促進をはかることである。 

 

 

第５回米国高校生によるオーロラ日本語スピーチコンテスト全米大会 

結果発表（受賞者名、出身校、州、スピーチのタイトル） 

 

最優秀賞 Consulate General of Japan Award 

Summer Lovex（サマー・ロベクス）, Puyallup High School, Puyallup, WA 

「なんでやねん?京都での冒険」 

日本国総領事館からのトロフィー、オーロラ基金からの奨学金$1000、アーバイン市長からの表彰状 

さらに、本年７月 20 日に東京で行われる NPO 法人エデュケーション・ガーディアンシップ・グループ

（E.G.G.）主催の日本語スピーチコンテスト、「第 13 回海外高校生による日本語スピーチコンテスト/異

文化交流プログラム」に米国代表として出場することになる。 

 

優秀賞 American Airlines Award 

Sohyoun Choi（ソウヨン・チョイ）、 La Guardia High School, New York, NY 

「人間は一人ではない」 

アメリカン航空からの盾、オーロラ基金からの奨学金$500、アーバイン市長からの表彰状 
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優良賞 Union Bank of California Award 

Minji Lee（ミンジ・リー）, Northern Valley High School, Old Tappan, NJ 

「不安定な 10 代‐大人？それとも子供」 

ユニオンバンク・オブ・カリフォルニアからの盾、オーロラ基金からの奨学金$300、アーバイン市長から

の表彰状 

 

VIP 賞 Japanese Chamber of Commerce of Southern California Award  

Nathan Bynum（ネイサン・バイナム）, Eisenhower High School, Shelby Township, Michigan 

「本当の日本の文化」 

南加日系商工会議所からの盾 

 

会場特別賞 Lighthouse Award  

Andrew Daichi Wang（アンドリュー・ダイチ・ワング）, Harvard Westlake School, North Hollywood, CA  

「自分に約束する人生」 

Lighthouse からの盾 

 

出場者全員には、オーロラ基金及び南加日米協会から表彰状が贈られた。 

トロフィー及び盾の制作は、Mario& Karen Ontiveros の提供によるもの。 

 

 

 
 
 

2008 全米高校生による日本語スピーチコンテスト：

出場者、審査員、オーロラ基金理事 

 
優勝したサマー・ロベクスさんと住山弘実行委員長、

阿岸明子オーロラ基金理事長 


